
津山市デジタル社会の推進に向けた取組方針

デジタル技術等を活用し「新たな日常」への対応を進め、住民が安全で安心し
て暮らすことができ、豊かさを実感できる社会の推進を図り、本市の拠点都市と
しての付加価値を高めることを目的とする。

デジタル社会推進の目的

住民生活に密接に
関わる

地域課題の解決

持続可能な地域産業の
基盤づくり

国の行政手続のオンライン化、情報システムの標
準化に合わせた業務プロセスの見直し

マイナンバーカードの普及

・地域課題解決を通じた新たなサービスモデル
の構築や普及

・デジタル技術の活用による、産業の創出や既
存産業の生産性向上
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地域課題解決のためのデジタル技術活用

取組方針

・情報通信基盤の整備
・共通データ基盤の研究、オープンデータ化の推進
・市の組織体制の整備
・デジタル人材の確保・育成

・誰一人取り残さない、人に優しいデジタル化

未来を支える
人材の育成 ・大学や企業と連携して行う、基礎学力定着に

向けた読解力育成や先進技術を活用した質の
高いオンライン教育等の研究

・児童生徒のデジタルリテラシーの向上やＩＣ
Ｔ機器の活用推進

交流人口・関係人口の
創出・拡大 ・感染症対策を考慮した新たな観光スタイルに

対応した情報発信やコンテンツの造成

・多拠点居住やワーケーションの受入地域とし
ての価値の創出や向上

取組を円滑に進めるための基盤整備


